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16時で、各地区200件前後、各調査日とも100件前後）。 

結果、都市空間特性、来訪目的に応じたエリア全

体での利用者の生活満足度の向上や行動範囲・活動

内容の広がり等の効果を明らかにした（図-2）。 

図-2 令和５年度検討へ：連携の因果の考察 

 

４．専門調査員によるPS連携状態の五感調査等 

令和５年度は、エリア単位よりミクロなスケール

を取り入れ、各PS単位、多様な交通ネットワーク、

ファニチャースケールといった、マルチスケールで

の相互の空間関係を、量的・質的調査の混合法で複

合的に把握することとし、管理者、まちづくり団体

の立場も含めた９類型全体の適用の可能性や効果の

要素項目の広がり、妥当性、相互の要素間の関係性

等を、各主体へのヒアリングにより総合的かつ詳細

に検証するとともに、利用者目線については、人間

の五感での認知に着目し、複数箇所のPS間における、

物理的な連携状態、人々の活動状況について、都市

専門の調査員５名による現地踏査を行った。現地踏

査にあたっては、滞留・移動空間の状態や物理的な

見通しなどの物理面のほか、滞在者の属性、Jan Gehl

による人々の活動分類といった活動面、SD法による

空間感覚の把握といった心理・社会面を加味した調

査票を作成し各PSの状態を確認した。また、連携評

価指標にImageability（legibility：分かりやすさ、

visibility：見えやすさ 等）を加え、Kevin Lynch

による５つのエレメント（Path、Landmark、Edge、

Node、District）を表現に用いたイメージマップ、

Link & Placeマップを作成、可視化し、PS間のこれ

らの視点による関係性を確認した（図-3）。 

調査は、墨田区、岡崎市、静岡市、大阪市、長野

市の５都市の中心部で行った。結果、複数のPS間に

ついて、周辺土地利用等も含めた連携関係、すなわ

ち、つながり、一体性、また、静的・動的さまざま

な活動空間の選択肢の多様性が、視覚、匂い、音、

触覚（+体性・深部感覚）、味覚など五感を通じ快適

な連鎖で体感されるエリアは、自然と居心地が良く

歩きたくなる傾向が強く、活発な歩行、活動の多様

性、感性の刺激・高揚に繋がる可能性が示唆された。

一方、個々のPS空間のデザインがよくされながらも、

人々の利用が少ない箇所では、有機的連携の一部が

明確に乏しい面も確認された。また、連携効果の発

揮には、ごみ飛散や汚れの連続、臭気・騒音伝達、

交通錯綜・分断、通行路面の段差・凸凹、電線・遮

蔽物による景観影響等、PSを通じた不快な連携阻害

要因を丁寧に取り除くこと、ほか、均質化によるあ

りふれたPS空間が連続している等の、負の連携を防

ぐ重要性も示唆された。 

図-3 Imageability調査、マッピングの様子（抜粋） 

 

５．今後の取り組み 

 作成を進めてきた調査票等は、地域の官民主体に

よるまちあるきワークショップ等を通じて共創まち

づくりの取り組みを進める際に、連携を加味した施

策内容の検討や合意形成に役立てられるよう、各種

連携状態を関係者間で共有する、共通のサーチライ

トツールとして活用することを想定する。今後は、

現場でのモニター調査等を経て、指標の磨き上げを

行い、評価方法を体系化し，全国地区での汎化性を

高めるとともに、地域性や各地区の施策目的に応じ

て適切に評価項目をカスタマイズする柔軟な活用方

法についても検討し、ガイドラインを提示したい。 

☞詳細情報はこちら 

1) 令和５年度 国土交通省 国土技術研究会 発表課題論文集＜活力＞p.22-27  

https://www.mlit.go.jp/chosahokoku/giken/ 

 

(研究期間：令和３年度～令和５年度) 

都市研究部 都市開発研究室         石井 儀光   大橋 征幹 

都市防災研究室 岩見 達也 

（キーワード）  ３D都市モデル、CityGML、PLATEAU、シミュレーション、市街地火災、風環境 

１．はじめに 

国土交通省では、都市インフラ・まちづくりのDX

推進のため、3D都市モデルの整備・活用・オープン

データ化のリーディングプロジェクトとして

Project PLATEAU１）を進めている。PLATEAUの3D都市

モデルは、国際標準仕様（CityGML）で作成され、物

理形状だけではなく、都市計画基礎調査などの様々

な属性データを格納できる。そのため、防災や環境

等の様々な都市問題への対応案とその効果等を住民

や議会に視覚的に分かりやすく伝えるための有効な

ツールとして、3D都市モデルの活用が期待されてい

る。そこで本稿では、市街地の火災延焼や風環境の

シミュレーションへの3D都市モデルの利活用の取組

について紹介する。 

２．研究概要 

都市研究部では、3D都市モデルデータの利活用を

推進するために、本省都市局と連携して「都市関連

データのオープン化と利活用の推進に関する研究」

を実施し、以下の(1)～(3)の項目の成果を得た。 

(1)3D都市モデルの拡張仕様の検討 

様々な都市問題（防災・環境等）の検討に必要と

なる詳細な属性データの整備に向けて、PLATEAUの属

性を拡張する仕様について検討した。 

(2)3D都市モデルの作成及び更新コスト削減の検討 

航空レーザ測量等で取得された既存の点群データ

等を利活用して、植栽に関する3D都市モデルの作成

2)や更新を低コスト化する手法について検討した。 

(3)ケーススタディによる拡張仕様等の検証 

防災及び環境の個別課題の検討を行い、3D都市モ

デルの共通仕様と追加した拡張仕様とのデータ整合

性についてケーススタディを通じて検証した。 

３．3D都市モデルの拡張仕様の検討 

市街地火災や風環境のシミュレーションでは、3D

都市モデルから得られる幾何形状データに加えて、

建物の窓の防火性能や外構樹木の葉の密度などの属

性データが必要となる。本研究では、PLATEAUの共通

仕様を拡張し、これらのデータを格納するための仕

様について検討を行うとともに、サンプルデータを

作成してシミュレーション用データへの変換時の課

題等を明らかにした。 

４．市街地火災シミュレーションのケーススタディ 

国総研では国立研究開発法人建築研究所と共同で

「市街地火災シミュレーションプログラム」3)を開

発している。シミュレーションの実行には専用の建

物データが必要であり、そのデータ作成が地方公共

団体にとって高いハードルとなっていた。そこで、

多くの地方公共団体で整備が進みつつあるPLATEAU

のデータを市街地火災シミュレーション用データに

変換するためのツールを開発した。 

シミュレーションには標準的なPLATEAUのデータ

には含まれない窓などの開口部に関するデータが必

要なため、前述のように拡張仕様を作成した。なお、

開口部のデータ作成はコスト的に負担が大きいため、

仮想的に開口部を自動生成してシミュレーションを

実施することも可能である。 

図-1にPLATEAUを用いた市街地火災のシミュレー

ション結果の例を示す。建物の色が赤いほどすぐに
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延焼し、灰色は延焼していないことを示している。 

 

図-1 市街地火災シミュレーション結果の例  

 

５．風環境シミュレーションのケーススタディ 

地方公共団体が一般的に利用しやすいソフトを用

いてシミュレーションを行うためには、PLATEAUが採

用しているCityGML形式のデータを汎用的な３Dモデ

ルの形式へ変換する必要がある。このデータ変換に

は、カールスルーエ工科大学が開発したFZK Viewer

を利用し、DXF形式へ変換した後に、Trimble 社の

SketchUpを使用してSTL形式（3Dプリンタなどでも使

用される汎用形式）へ変換した。変換後のPLATEAUの

建物モデル例を図-2に示す。 

 

図-2 PLATEAUの詳細度LOD2の建物データ例 

今回の風環境シミュレーションでは、街路樹など

の植生も3Dモデル化してその影響を分析した。植生

についてはPLATEUではデータ化されていないため、

オープンデータで公開されている点群データを用い

て新規作成し、DCHM（Digital Canopy Height 

Model）の形式で形状表現した。樹木モデルの表現

イメージを図-3に示す。 

 

図-3 DCHMで樹木を柱状に表現 

シミュレーションには、MSC社の流体解析ソフト

scSTREAMを利用した。数値流体力学の計算方法には、

RANS系の乱流モデルを選択し、等温場で定常計算を

行った。計算結果を図-4に示す。 

 

図-4 市街地内の風の流れ 

 

６．おわりに 

以上、市街地火災と風環境のシミュレーション例

を紹介した。これまで都市の火災延焼や風環境をシ

ミュレーションによって検討する際には、実際の都

市の形状をどのように入力するかが課題であったが、

PLATEAUによる３D都市モデルを活用することで効率

的にシミュレーションを行うことができる。今後、

PLATEAUが全国的に整備され、その活用によって様々

な都市問題が解決されていくことが期待される。 

☞詳細情報はこちら 

1) ProjectPLATEAU  

https://www.mlit.go.jp/plateau/ 

2) 国総研レポート2023  p.116. 

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/2023rep

ort/ar2023hp058.pdf 

3) 総合技術開発プロジェクト報告書 pp.145-192. 

https://www.nilim.go.jp/lab/jdg/doc/gensai.pdf 
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